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疫学研究・臨床研究に関する情報の公開について

研究課題名

下顎骨関節突起骨折に対する RetrOmandibular AnteriOr ■ansparOtid(RAT)ア プローチによる観

血的整復固定術の検討

研究計画

(1)背 景。意義

下顎骨関節突起骨折に対する観血的整復固定術 (ORIF)は保存療法に比べ、機能的回復が見込まれ、早期

の社会復帰が見込まれる。RATアプローチによるORIFは直視下で整復固定が可能であり、術後の顔面神経麻

痺の発生率も他のアプローチ方法に比べ低いとされる。

(2)目 自勺

今回、当院で行った下顎骨関節突起に対するRATアプローチによるORIFを後ろ向きに調査し、同手術法の有

用性を評価する。

(3)方 法

2016年 5月 から当院形成外科にて入院加療した下顎骨関節突起骨折を対象に RATアプローチによる ORIF

を施行した患者を診療録・検査画像などを用いて後ろ向きに調査を行うc

個人情報の取り扱い

本研究の目的を達成するために必要な範囲を超えて診療録からの個人情報を取り扱いません。また、得られた

情報は個人が特定されないように匿名化した上で、細心の注意を払い安全に管理します。

なお、本研究により得られる研究結果は個人が特定されることはない形でまとめます。
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